
 
 
 
 
 
   
２０２３年度スタート。よろしくお願いします。 

  
４月６日（木）、新任式・始業式・入学式が行われました。１５名の新

入生と１名の転入生そして、５名の新しい教職員を迎え、全校児童１１０
名、教職員２１名で２０２３年度がスタートしました。 
校庭の桜、花壇のチューリップやビオラの花が咲き誇り、新入生の入学

を祝福してくれているようです。南アルプス市教育委員会教育長増山希世
彦様、保護者の皆様、４～６年生
児童・落合小職員に見守られ、温
かい雰囲気の中で入学式を行うこ
とができました。入学式では、新
入生が、呼名の時に大きな声で返事ができ、とても素晴ら
しかったです。きらきら輝く新１年生をりっぱな落合っ子
に育てていきたいと思いました。 
入学式に先立って、行われた、新任式・始業式では、新

任職員の紹介や担任発表がありました。学年が１つずつ進
級した２年生以上の子どもたちは、落ち着いた態度で式に

臨むことができました。その姿から、今年度の「決意と意欲」を感じとることができました。 
これから始まる１年間がとても楽しみです。 
 

 子どもたちの登下校の見守りありがとうございます！！ 

新学期が始まり、子どもたちの登下校がはじまりました。７日（金）から１３日（木）までの
期間は、今年度も新４年生の保護者の皆様が街頭に立って、登校する子どもたちの安全指導を行
ってくれました。また、１２日（水）には、安全パトロールの方々の紹介式が行われました。子
どもたちが、安心して登下校することができるようにと、様々な方が力を貸してくださっている
ことに感謝いたします。 

「私たちは、多くの人に見守られ、大切にされているんだな。」と子どもたちが実感すること
は、成長していく上でも大切なことです。感謝の思いを持つことにより、きっとあいさつも自然
と上手にできるのではないかと思います。 

学校といたしましても、登下校の安全指導を行ってまいります。ご家庭で
も安全な登下校の仕方について、お子様へのご指導をお願いいたします。 

   

おいしかった 初めての給食！！ ～１年生～ 
 

 ４月１０日（月）は、１年生にとって初めての給食となりまし
た。担任の入倉先生のお話をしっかり聞いて、みんなで準備にと
りかかりました。初めてにしては、とても上手にできました。１
年生みんなが、満足そうに給食を食べている姿がとてもかわいか
ったです。たくさん食べて、大きくなってほしいです。ちなみに、
この日の献立は、麦ごはん・あげジャガイモのそぼろ煮・菜の花
あえ・なめこ汁・牛乳でした。 
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     転出・退職された方々 

 教諭 川崎 小百合（ご退職） 

 教諭 望月 健 

（南アルプス市立白根源小へ） 

事務主査 遠藤 尚美 

（南アルプス市立櫛形中へ） 
 講師 竹内 和惠 
    （南アルプス市立大明小へ） 
 司書 佐野 文香 
    （南アルプス市立大明小へ） 
 
 ※在職の長短はありますが、落合小教育 

のためにご尽力いただきました。 
ありがとうございました。 

 
 
 

 ※落合小教育のためご尽力いただきました。 

 ありがとうございました。 

   落合小に参りました。 

 教諭 宮澤 玲成（新採用） 

 教諭 深澤 奈央（期間採用） 

 事務 石井 千晶（新採用） 

 司書 進藤 奈緒（市単職員新採用） 

 新採用指導教諭 

    櫻田 春美（小笠原小学校等の複数校兼務） 

 新採用研修後補充講師 
    川崎 小百合 
 
※お世話になります。 

   よろしくお願いいたします。 

 

  

すももの郷通信Ⅱについて      

   

昨年度は、落合小学校だより「すももの郷通信」を不定期で発行して 

きました。今年度は、「すももの郷通信Ⅱ」として発行していきたいと 

考えています。 

子どもたちの学校での様子や行事のこと、学校の教育方針・学校から 

のお知らせ、教育や子育てのこと等を保護者や地域の皆様に伝えていき 

たいと思います。この「学校だより」で少しでも学校への理解を深めて 

いただけたら幸いです。稚拙な文章で申し訳ありませが、今年もお付き 

合いください。お気づきの点がありましたら校長までお知らせください。 

ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。    

                        落合小 校長  宮﨑 克美 

 

   

かしこく やさしく たくましく ～よりよい自分を創る～ 
  始業式の校長の話の中で、本校の教育目標「よく学び 心豊かで たくま
 しい児童の育成～かしこく やさしく たくましく～」について、そして、 
学校は「よりよい自分を創る」ところだという話をしました。 
「夢はでっかく 根はふかく」（相田みつを）という言葉があります。

 この言葉には、 

 

「大きな夢を持ちたいのなら、根が深くならなければならない。根が深くなればなるほど、 

夢も大きくなる。」「大きな花、たくさんの花を咲かせたければ、枝も幹も太くなければ 

ダメ。それを支える根は、もっと太く深く張っていなければならないということ。そして、 

私達がしっかりと根を張るためには、様々な経験をし、苦労も努力も必要です。」 

「根の深さにこだわりを持ち、自分らしさを大切に歩んでいこう。」  

「みんなの可能性は無限です。見えない根の部分を自分で育てていこう。」 

 

という意味があります。 

子どもたちに、深く根を張った、よりよい自分を創ってもらいたいと思います。根を深 

 く張ることが、太い幹を育てること大きな葉を茂らせることとなり、その子の未来に繋が 

っていくのだと考えます。大きく深く根を張って、自分の世界を広げ、たくましく生きる 

落合小の子どもを育てていきたいと考えます。 

子どもたちの期待に応えられる、子どもたちをしっかりと、教え育てられる教職員集団 
 でありたいと思います。ぜひ、保護者の皆様、地域の皆様お力をお貸しくださいますよう 
お願いいたします。 


